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学年末考査まであと５日となりました。激励の意味も込めて1年生のみなさんに担任団からメッセージを送ります。 

 Makers 

〈機械科〉  ～目の前のことを真摯に一生懸命に～ 

今年度も残りわずかとなりました。新型コロナウイルスの

影響で、色々なことを我慢しながら学校生活を送ってきこ

とでしょう。そして、その状況はもうしばらく続くのかも

しれません。多かれ少なかれ、本来の成長の機会を奪われ

たことになっているのかもしれません。 

だからこそ、目の前にあることを真摯に一生懸命に取り組

んでほしい。 

本気になってやるからこそ、それが自分自身を高められる

道になると思います。 

出来ない理由を探さない。出来る工夫をしよう。 

いつでも、どこでも、どんな時でも。 

機械科１年 担任 中川 智志 

〈電気科〉 

「時は金なり」とは、時間の大切さを意味することわざ

の一つです。時間は大切なものであり、金銭と同等の価値

がある。だから、時間をむだに費やしてはならないという

ような意味ですよね。 

誰でもお金は大切なものだと思うでしょうが、時間につ

いてはその大切さを忘れがちになります。ネットサーフィ

ンや動画視聴やゲームなどで時間を浪費しても、時間はゼ

ロになるわけではないので、大切さを意識しないのだと思

います。 

でも、今という時間は二度とおとずれることはありませ

ん。有効に使ってください。 

電気科１年 担任 岡田 直道 

〈情報電子科〉 ～ちりとりをする人間になってほしい～ 

もう２月。あと少しでピカピカの１年生が終わってしま

います。様々な夢と希望を持って米工に入って来たと思い

ますが、コロナによって行事もなくなり高校ってこんなも

んか…なんて思わないでくださいね。これからですから！ 

さて、米工生の多くは卒業後就職します。だから米工の

先生方は皆さんに対して「即社会」を意識して接していま

す。どこに出しても恥ずかしくないように！ある意味親心

に似た感じです。そんな中、常々思っていることがありま

す。掃除時間になって、「はい掃除～！」と言うとみんな

ホウキを持ってしっかり掃除をしてくれます。そして最

後、ゴミが集まりますが、誰も「ちりとり」を持って来て

くれません。そんな時、スッとちりとりを準備して構えら

れる気が付く気が利くような人間になってほしいなと…。

もうすぐ２年生。「即社会」に向けてしっかり準備して行

きましょう！   情報電子科１年 担任 桑名 伸一郎 

〈環境エネルギー科〉 

 米工での１年間はいかがでしたでしょうか、新型コロナ

ウイルスの影響で学校行事や部活の大会が中止や縮小され

てつまらなかったのではないでしょうか？ でも学校祭も

実施できました、来年度こそは完全実施したいですね！！

まもなく２年生になります、２月の米工ＭＡＫＥＲＳにも

書きましたがそろそろ進路について考え始めてください。

でもその前に学年末考査があります、しっかり勉強して赤

点をとらないようにしてください。 

環境エネルギー科１年 担任 勝部 展司 

〈建設科〉 

 行事の中止や縮小、臨時休業や分散登校などがあり、色々な制

限を受けた今年度の１年間がもうすぐ終了します。 

 ３年生になって就職や進学する際の面接試験で、「高校生活で頑

張ったことは何ですか？」とよく質問されます。 

 残りの学校生活で、勉強、部活、資格取得など何か一つでも良

いので頑張って取り組んだと言えるものを見つけてください。そ

れは与えられるものではないので、難しくても自分で見つけるし

かありません。 

 まだまだ多くの制限が続くかもしれませんが、皆さんの高校生

活が充実したものになることを願っています。 

建設科１年 担任 杉本 環 

~ Never put off till tomorrow what you can do today. ~ 
１年前の今頃を思い浮かべてみてください。推薦入試を終えて、

または一般入試を控えて必死の努力を続けていたと思います。 

「米工に入学したら、ぜひ○○してみたい。」その希望や夢は実現

しましたか？ まだ途中の過程ですか？ そんなことは忘れてしまい

ましたか？「初心忘るべからず！」今だからこそ初心に立ち返っ

て、努力を惜しまず、自分のなすべきことを果たしてください。

努力を怠って自分の望まない結果を迎えたとしても、自分以外に

誰も責めることはできません。まずは自分に今できることからや

っておきましょう。「今日できることを明日に延ばすな」です。   

１学年主任 笹川 恭子 


